


03

04

05

06

07

334,752

334,402

328,645

305,828

290,493

※各年度末現在

日本
（44.3％）

米州（6.7％）
欧州（4.7％）

アジア他
（22.3％）

中国
（22.0％）

03

04

05

06

07

87,136

88,943

91,082

90,689

74,797

日本
（50％）

米州
（14％）

欧州
（13％）

中国
（11％）

アジア
（12％）

その他
（14％）

アプライ
アンス
（14％）

デバイス
（12％）

電工・
パナホーム
（19％）

AVC
ネットワーク
（41％）

営業利益
税引前利益
当期純利益

3,085

4,143
3,713

1,544

1,955
1,708

421

2,469
585

03

04

05

4,595
4,391

2,172
06

5,195
4,350

2,819
07



年度経営方針／事業計画

環境運営委員会／環境政策委員会

ドメイン環境会議
リージョナル環境会議
委員会／プロジェクト

部会／ワーキンググループ

環境業績評価／環境パフォーマンス集計
環境会計／情報開示／ステークホルダーの評価
第三者審査

コーポレート
環境経営のPDCA

経営基本方針
環境ビジョン
グリーンプラン2010

Action
見直し
Action
見直し

Plan
計画
Plan
計画

Do
実行
Do
実行

Check
点検・是正
Check
点検・是正

環境運営委員会



3

“eco ideas”戦略

Executive’s Message

松下電器産業株式会社　環境担当

取締役　　

環境経営の加速

　当社は、グローバルエクセレンスへの挑戦権獲得をめ

ざして、中期経営計画の達成に向けた取り組みで、「収益

を伴った着実な成長」を図っていますが、新たに「すべて

の事業活動で環境負荷を削減」することを重要な取り組

みテーマに加え、この2つのテーマを“車の両輪”として

進めていきます。なかでも、製造業としてもっとも直接的

な課題である「生産活動における二酸化炭素（CO2）排出

量削減」については、1.グローバルで「原単位※」に加え

て「総量」で削減する、2.その達成に向け、CO2排出量を

基幹の経営指標とする、の2点に全グループあげて取り

組みます。

　具体的には、2007年度から2009年度の3年間にグ

ローバルの総量で30万トンを削減した上で、2010年度

には、2000年度の排出量水準に戻すことをめざします。

※ 原単位＝CO2排出量を売上高や生産高で割った値

すべての活動において「一歩先のエコ」をめざします

　2008年は、京都議定書で定めた温暖化ガス削減目標

を実行すべき約束期間始まりの年です。また2007年は、

ハイリゲンダムサミットやAPEC、国連ハイレベル会合

などで地球温暖化に関する国際的な合意が模索されるな

ど、各国政府は温暖化対策（＝CO2削減）をもっとも重要

な国際課題のひとつと位置づけ、取り組みを加速しよう

としています。そして、このような世界的な潮流に呼応し

て、社会、消費者の環境への関心もますます高まりつつあ

ります。こうした一連のうごきを踏まえて、社会への貢献

を経営理念の根幹とする当社は、環境経営のさらなる加

速を図るべく、2007年10月5日、パナソニックセンター

東京にて“eco ideas（エコアイディア）”戦略を発信いた

しました。

2009年の
松下

中期経営計画 
（GP3計画）

Global Progress
Global Profit
Global Panasonic

グローバルエクセレンスへの挑戦権を獲得

■環境経営の加速

グローバル
エクセレンス

破壊と創造

収益を伴った
着実な成長

すべての事業活動で
環境負荷を削減
重点課題

・地球温暖化対策の加速
・環境経営をグローバルに
　推進2007年の

松下







環境本部





環境経営と人づくり・環境リス
クへ

の対
応

地球環境
との共存

クリーン
ファクトリー

リサイクル

販売の
グリーン化

物流の
グリーン化

社会貢献
（生物多様性など）

地球を愛する
市民活動

環境コミュニ
ケーション

グリーン
プロダクツ

新たな
くらし価値

（家まるごと） モノづ
く
り

商
品

ひろげる



販売質量 40.3万トン
金属 19.8万トン
プラスチック  10.5万トン
ガラス 5.0万トン
その他 5.0万トン

電気 34.2億kWh
油 3.8万kL
都市ガス 1.6億m3
LPG 0.5億kg
水 4,216万m3
包装材料 14万トン

化学物質 19.1万トン

製造拠点　147事業場 製品

再商品化された質量 7.2万トン
　金属 4.3万トン　
　プラスチック 1.4万トン　
　その他 1.4万トン　

投入質量　44.8万トン 
　金属 22.0万トン　
　プラスチック 12.0万トン　
　ガラス 5.8万トン　
　その他 5.0万トン　

IN

OUT

資材購入先
9,000社

（グローバル）

※２

※１

※１

※２

※３

※１

発生量
最終処分量

24.5万トン
449 トン

排水量 3,037万m3

廃棄物・有価物

化学物質排出・移動量　4,361トン

CO2 204 万トン
NOX 1,332トン
SOX 261トン

CO2などの環境へのアウトプット

使用するエネルギーなどのインプット

製品または部品や材料などの資源



CO2 19万トン

エアコン 1.2万トン
テレビ 2.7万トン
冷蔵庫・冷凍庫 3.3万トン
洗濯機 2.0万トン
パソコン 60トン

CO2  1,912万トン

廃棄物・有価物発生量
　　　　　2.0万トン

電気 490億kWh

使用

製品回収量 9.2万トン
OUT

OUT

IN

OUT

リサイクル拠点

お客様

販売・物流

※１

※３

※２

※２



…

…

環境への影響をより少なく

生活の質をより高く

…

…

環境への影響をより少なく

生活の質をより高く

快適・
便利

安心・
安全

使い
やすさ

選択の
多様性

温暖化 資源 化学
物質

「新たなくらし価値」が
人々に支持されることで
持続可能な社会の
実現に貢献

社会へ波及
新たな
くらし価値

90 00 06 0705

88868683
77

0

（製品数）

90 00 06 0705

2.38

1.731.62

1.26
1.00

0

（倍）



1.0倍

1990年

2007年

建物（生産段階など） 製品

0.4倍

11％

太陽光
発電

6％

製品と建物の
相乗効果

（建物の断熱など）

3％

製品と製品の
相乗効果

（HEMSなど）

40％

製品の
取り組み

（省エネなど）

複層ガラス天井

外壁 床

●換気煙突

●ドア上通風口

●給気ファン給気ファン●

●自然換気口

ベース空間 防蟻・防湿シート

【キッチン】 【リビング】

照明

エアコン

太陽電池屋根システム

ECOマネシステム
太陽光発電システム対応住宅分電盤

くらし安心ホームパネルS
（ネットリモコンECO機能付）

世界最小分
電盤用

電流センサ
ー搭載

90 00 06 0705
0

リサイクル・
廃棄段階

使用段階

90年度比
44％削減

（トン）

輸送段階
生産段階

9.1

7.2

5.5 5.3 5.1

90 00 06 07050

（トン）

その他
テレビ
温水洗浄便座つきトイレ
洗濯乾燥機
冷蔵庫
照明機器
給湯器
冷暖房機器

90年度比
44％削減

9.1

7.2

5.5 5.3 5.1



04 05 06 07

温暖化防止効率
資源効率
特定の化学物質の不使用※
GP合計

GP認定項目（製品により複数の認定項目あり）

0

662

948

256

719

455

763763 614

96

822

402
386

485

685

995

799

114114
256

455402
386

（機種数）

02 03 04 05 06 07 10

（倍）

温暖化防止ファクター

資源ファクター

1.2
1.3

1.4
1.5 1.54

1.58

1.7

2.0

1.441.3
1.24

1.18

1.12
0

各年度の基準値をクリアした製品が
グリーンプロダクツに認定されます

02 03 04 05 06 07 10
目標

（％）

目標

実績

41

69

94

9074 78
70

56

42

0

28

86

97 99



基準・指針
・グリーン調達基準書
・化学物質管理ランク指針
・高循環型商品設計指針
・合成樹脂部品の材料表示
　マニュアル
・リサイクル設計ガイドライン
・製品有害物質不使用保証の
　ためのガイドライン

お
客
様
の
声

部品・材料の環境情報

グリーンプロダクツ

地球温暖化防止

認定

資源有効利用 化学物質管理

製造

GP-Webシステム

試作

設計

企画

最終

中間

目標

法令
順守

04 06 07 08
目標

09
目標

05 10
目標

19
37

66

124
150

250

200

（機種数）

0

環境性能の飛躍的な進歩・持続可能な社会の
実現への新トレンドを創る製品

業界Ｎｏ.1の環境性能を実現した製品

環境性能を向上した製品・サービス
温暖化防止ファクター※1・資源ファクター※2・
塩化ビニル樹脂の代替※3・RoHS 指令で
の適用除外品の代替化のうち、1項目以上
クリアまたは業界トップレベル

スーパーGP

ダントツGP

グリーンプロダクツ
 （GP）

0504 06 07

（機種数）

省エネルギー

0

13
8
1 0

2119

2 0

47

32

3 1 2

17

57

79

省資源

化学物質
環境創造性

ダントツＧＰ認定項目
（製品により複数の認定項目あり）



0 02 03 04 05

（倍）

基準

洗濯乾燥機

食器洗い乾燥機

温水洗浄便座

IHクッキングヒーター

ジャー炊飯器

4.82

3.61

3.12

2.19
1.90
1.58

1.88 1.85
1.54

1.18

1.51

2.82

2.68

3.52

3.06

1.30

4.30
4.14

2.27

1.22 1.21 1.24

1.76
1.19
1.12
1.09

06 07

1.24 1.39

2.22

1.46
1.55

1.97
1.69

1.44

2.00



0
02 03 04 05 0706

（倍）

基準

IHクッキングヒーター

液晶テレビ（32V型）

ジャー炊飯器

洗濯乾燥機

4.56

1.78
1.96

2.23
2.56

3.04

1.61

1.541.50

1.76
1.541.70

1.22
1.20

3.01

2.20
2.10
1.581.42

1.40
1.46

1.37 1.30

1.81

2.39
1.90

2.14

1.61

2.42



お客様

松下グループ

設計

モノ
情報データベース

（GP-Web）

部品・材料の購入先（約9,000社）

出さない！

入れさせない！

使わない！

・モノづくりの
　各段階での
　記録を確認

・受入検査
・分析データ確認
・購入先監査

・設計仕様として不使用
・代替部品の開発と採用
・製品環境アセスメント

製品出荷

生産

部品受入

調達



適用除外　
　（技術的課題等）

15%

代替未
33%

2007年度代替  9%

代替済
43%

2007年度
対象
823トン

活用

登録

登録
依頼

GP-Webシステム

購入先 松下グループ

事業ドメイン 事業ドメイン

LCA

3R※性の評価

環境情報開示

グリーン調達
データベース

環境法令
データベース

グリーン調達
データベース

化
学
物
質
と
素
材
に

関
す
る
情
報

全社グリーン調達
データベース











所有

使用

お客様
サービス会社

（松下電工指定代理店）

適正処理

委託契約サービス契約

貸与

返却

使用済みランプ

新しいランプ



0
（見込み）　　　07060504

（千トン）

129
142 136 140





（万件）

03

300 314

04
0

05 06

278

07

289 303

お 

客 

様

修理依頼 修理依頼販
売
店
様

修理受付センター
（東日本、西日本）

修理依頼・修理に関するご相談

修理
修理

修理

松下テクニカル
サービス㈱



モノづくり
プロセス

商品企画

設計リサイクル

サービス 調達

製造販売

物流
05 06 07 10目標

38

78
85 90

0

（%）





00

361

0

100

04

404

86

05

400

80

07 10目標

397

67

06

398

75

909495
9896 93

CO2排出量

目標 CO2排出量原単位（2000年度比）（％）（万トン）

デバイス系　　　

セット系事業

CO2排出量実質生産高原単位（1990年度比）（％）
　

90
0

100

04

184

69

05

189

67

07

204

60

06

199

66

（万トン）

152

75

77

122

62

132

57

139

60

146

58



（1010MJ）

0
05 06 07

4.1

3.5

7.6

4.4

3.3

7.7

4.5

3.1

7.6

海外

日本

都市ガス（百万㎥）

LPG（千トン）

（百万㎥） （千トン）

05

177

62

182

53

06 07
0

162

51

（45％）
（48％）

排出量
427万
GWP※
トン-CO2

ハイドロフルオロカーボン
（HFC）類6万トン（1％）

二酸化炭素
（CO2）
日本204万トン

二酸化炭素
（CO2）
日本以外193万トン

パーフルオロカーボン
（PFC）類18万トン
（4％）

六ふっ化硫黄（SF6）他
5万トン（1％）

2005
2006
2007

（万トン）

日本 米州 欧州 アジア
大洋州

中国・
北東アジア

204
189199

2229 23

0
710 6

66
84 77

99
88 92

重油

灯油

（千kℓ）

05

47

7

36

7

06 07
0

30

7



重点削減対象物質 
４,719トン（53％）

管理対象物質
8,852 トン

重点削減対象物質②
3,955トン（44％）

重点削減対象物質①,③
764トン（9％）

その他の
物質

4,133トン
（47％）

05 06 07 10目標
0

重点削減対象物質①
重点削減対象物質②
重点削減対象物質③

5,612
808

774

83

4,719
5,042

674

9078

5,051

（基準年度）

（トン）

4,722
3,9554,190



上段：2007年度

下段：2006年度

（単位：トン）

製品としての出荷量※5
270,613
285,585

公共用水域排出量
255
382

大気排出量
6,688
8,516

土壌排出量
0
1

使用量
352,607
370,224

リサイクル量※4
25,487
25,856

移動量※2
1,907
2,243



00 04 05 06 07
0

原単位（2000年度比）（%）

513
586 553 521 518

100 88
78

69
62

発生量

（千トン）

0

15.9

1.6 1.6 0.6 0.4
00 04 05 06 07

94.4
99.899.3 99.799.3

最終処分量　　　 リサイクル率（%）

（千トン）

0

120 124
138

05 06 07

（事業場数）

0

50.8
43.8 38.9

32.2 31.1

00 04 05 06 07

72.8
87.986.4 87.686.3

最終処分量　　　

リサイクル率（%）

（千トン）

ETマニフェスト
データセンター

排出事業者
（マニフェスト情報）

排出場所

収集運搬事業者・廃棄物処理業者
（マニフェスト情報・画像・位置情報）

（株）日本産業廃棄物
処理振興センター※

登録
参照

登録 参照

廃棄物 収集運搬 処理場廃棄物

GPSによる
位置情報
取得



発生量
245,210トン（100%）

直接・最終処分量
222トン
（0.1%）

処理残渣量
55,994トン
（23%）

処理後
最終処分量
227トン
（0.1%）

処理後
再資源化量
55,767トン
（23%）

最終処分量
449トン
（0.2%）

リサイクル率
99.8％

減量化量
17,593トン
（7%）

再資源化量
227,168トン
（93%）

直接・再資源化量
171,401トン
（70%）

中間処理量 73,587トン（30%）
・自社  1,981トン（1％）
・委託 71,606トン（29%）

00 04 05 06 07

水使用量

69 68 64 62 59

53
61

67

0

76
100

売上高原単位（2000年度比）（%）
（百万㎥）

18

227

0
2
202

1
203

2

87

19

8

102

7

245

リサイクル率（％）

日本 米州 欧州 アジア
大洋州

中国・
北東アジア

0

24 24

108 117

99.8

88.8 87.7
93.6

減量化量

再資源化量

最終処分量

（千トン）

82.1



（トン）

1,495

0

1,384
1,282 1,332

04 070605

（トン）

383

0

241

165

261

04 05 0706

（トン）

180

0

218
251

225

04 05 0706

（トン）

475

0

442
522 505

04 05 0706

（トン）

38

0

48
43

53

04 05 0706





非常時用貯槽

冷却水等排水

カートリッジ
フィルター

再利用水

常時監視
濁度
センサー

NG

中
水
貯
留
槽

防
火
水
槽
へ

紫外線+オゾン殺菌器

受槽



蛍光体
黒化

ナトリウム

接着剤

保護膜

ガラス



包装サイズ
縮小

共同輸送

グリーン
パートナー
シップ

回収精製
社員食堂 燃料利用

ハイブリッドカー
＆エコドライブ

鉄道

船舶

物
流
業
者
と
の
連
携
強
化

積載率
の

向
上

モ － ダル
シ

ト
フ

エ

コ

カ

ー

バ
イオ

燃料の
導入ディーゼル

温暖化防止
（CO2 削減）

大気汚染防止

法　順　守

105万トン 国際間
（53％）

トラック
（96.5％）

日本
以外の
 地域内
   （29％）

日本国内
（18％）

19万トン

船舶（1.5％）
航空（1.6％）

鉄道（0.5％）

2007年度2007年度

0 03

CO2排出量削減実績（トン）

14,133

04

10,931

05

12,016
16,10617,595

5,075 5,615

8,777
7,626 7,809

0706

鉄道コンテナ使用数（本）



07年4月 5月

7,640

6,153 5,672

7,743
6,640 6,205

8,191 7,855
7,330

（リットル）

6月 12月 1月 2月 3月7月 8月 9月 10月 11月
188 227213 202 140 215 772 348 670727

6,789

1,151

6,873 6,527

1,007

バイオディーゼル燃料使用量 回収量

1,1511,007 （台）

03 04 05 06 07
0

ハイブリッドトラック、圧縮・天然ガストラック、
低排出ガストラック

369
（84％）

71
（16％）

440

246
（70％）

107
（30％）

353

151
（49％） 68

（28％）

173
（72％）

155
（51％）

306

226
（100％）

226241

エコトラック以外

2007年度
13,419台低排出

  ガス車
    23％

非エコカー
18％

レベルⅠ
19％

レベルⅡ
40％

従来タイヤ

エコタイヤ

100％

108％



03 04 05 06 07
280

（万台、千単位を四捨五入）

洗濯機

冷蔵庫

テレビ

エアコン26 28 31

8074 77 77

5560 61 59

5955 58 59

222

28

89

54

58

229214 223 225

03 04 05 06 07

（％）

0

エアコン

洗濯機

テレビ

冷蔵庫

83
80

71
74

64 66

78 79
82

78

74

64
6160

69

77

84
83

69

78

エアコン テレビ

冷蔵庫・冷凍庫 洗濯機

鉄
4,790

銅 871

アルミ
632

鉄 2,268

鉄
15,381

鉄
9,044

その他有価物※ 
　　　　681

混合物
3,058

銅 885

アルミ 21
銅 427

アルミ 173

混合物
468

銅 174

混合物
2,122

混合物
3,022

ブラウン管ガラス
14,451

その他
有価物
4,851

その他有価物
　　4,309

その他有価物
         3,950

アルミ 14



ブラウン管
テレビ

新たな
プラスチックの
使用量削減に

新たな
プラスチックの
使用量削減に

使用可能
難燃剤入り

プラスチック選別

高品位
プラスチックへ
再加工





適用性評価

設計

施工

モニタリング

技術ポイント

主要機器：空調機+ダクト（均一設置） 
不要な部分も空調→エネルギーの浪費

【全体空調方式】 【バリアゾーンシステム方式】

主要機器：空調機+VZノズル 
必要部分のみの空調→省エネルギー効果



37,000 37,000
47,000

27,000

51,000

CO2排出量
の前年比

07
0

03
3.0％
増加

04
2.0％
削減

05
2.6％
増加

1.0％
削減

06

集計中

（世帯）

03
0

04 05 06 07

412

1,478 1,559

2,995
3,922（世帯）

35.5

21.8

12.1
17.1

31.4

17.9
25.8

15.3
20.8

34.8

07
0

03 04 05 06

（枚/世帯・月）

３カ月目
１カ月目

レジ袋
削減率

38.7％
削減

29.0％
削減

40.1％
削減

43.3％
削減

40.5％
削減













環境本部





生ゴミを1次加工、
肥料として紹介

有機栽培された
お米を紹介

社員食堂で「健康食」
として利用

近江八幡のこだわり農家
による利用









年度経営方針／事業計画
環境運営委員会

環境運営委員会
環境政策委員会

各委員会／部会
ドメイン環境会議

リージョナル環境会議

環境パフォーマンス集計
環境業績評価／環境会計
ステークホルダーによる評価
第三者審査／情報開示

コーポレート環境経営
ドメイン環境経営

CheckCheck

ActionAction

PlanPlan

DoDo
DoDoPlanPlan

ActionAction

CheckCheck

経営基本方針
環境ビジョン

グリーンプラン2010

環境業務規定・基準

各種内規・マニュアル・ハンドブック

環境基本規定

経 営 理 念

行 動 基 準

各ドメイン・事業場
環境規定

環境行動計画

綱領・信条・
遵奉すべき精神

panasonic.co.jp/company/conduct/04.html

panasonic.co.jp/company/conduct/

環境基本方針　　　　　



海外部門

関連職能

【環境経営の全社統括】

環境運営委員会

環境政策委員会

環境本部

リサイクル事業推進室

ＰＣＢ対策推進室

担当役員

社   長

経営会議

ドメイン会社

ドメイン環境会議

国内拠点

海外拠点

海外地域
統括会社

海外販社

海外R&D

リージョナル環境会議

【課題別推進体制】

【ドメイン・地域の環境経営推進】
グ リ ーン プ ロ ダク ツ 推 進 委 員 会

全 社 CO2 削 減 推 進 委 員 会

製 品 化 学 物 質 管 理 委 員 会

クリーンファクトリー 推 進 委 員 会

リ サ イ ク ル 委 員 会

グリーンロジスティクス推進委員会

環 境 表 示 訴 求 委 員 会

土 壌 環 境 対 策 委 員 会

「地球を愛する市民活動」推進委員会

グ リ ー ン 購 入 連 絡 会 

環 境 経 営 革 新 委 員 会

全 社 石 綿 対 策 委 員 会



製造事業場

グローバル
297事業場

Web
で報告

CO2
排出量
含23項目

集計
本社

環境パフォーマンス
データ

●月度環境決算報告書
●各種データ分析
　　　　　　　　　　など

フィードバック



新入社員 社員 経営層

一　
　

般

専　
　
　
　
　
　

門

環　
　
　

境

調達

技術
品質
管理

導
入
教
育

環境一般教育（eラーニング・集合教育）

海外赴任前研修

昇格研修昇格研修

職能転入研修
（一般）

職能転入研修
（責任者）

環境
経営塾

環境審査員研修

内部監査員研修 

化学物質管理研修

グリーンプロダクツ基礎研修

環境法規研修（製品編）

環境法規研修（基礎編）

廃棄物管理研修

工場省エネルギー研修

ＣＳＲ研修

特定物質不使用テクノスクール

３R設計研修

03
0

04 05 06 07

9,860
13,072

22,600 21,461
26,201

（人）





0 03 04 05

（百万円）

06 07

12,221
11,259

12,814
13,467 13,798

0 03 04 05

（百万円）

06 07

10,997
13,794

19,386

33,976
31,287

CO2
排出量
（万トン）

CO2
排出量
▲３０万トン

売上高（兆円）

00
0

03 04 06 07 09 1005
目標 目標

361

10兆円

410 404 400 398 397

▲12万トン

0

95
85

04

95

130

06 0705

（億円）





ドラム缶容器

汚染土壌

PCB揮発

PCB分解

運搬

浄化土壌
（セメント原料）

約400～700℃

約 1,100℃

PCB汚染土壌浄化施設

当社保管場所
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